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解説
★★ （1）
★★ （2）
★★★ （3）
★★★ （4）
★★★ （5）
★★★ （6）

★★★★ （7）

解説

★★★★ （1） S1だけ閉じると、R1、R2の直列回路になる。電流は24V÷（30Ω＋30Ω）＝24÷60＝0.4A

★★★ （2）

★★★ （3） R1に流れる電流は15V÷30Ω＝0.5A、よってR3に流れる電流は0.5A－0.3A＝0.2A

★★★ （4） R3は9Vで0.2A流れるので、9÷0.2＝45Ω

★★★ （5） 回路全体の電圧は24V、電流は0.5Aより24V÷0.5A＝48Ω

★★★ （6） W=V×A＝15V×0.5A＝7.5W

★★★★ （7）

電源が24Vのとき、全体の抵抗は15Ω（12V÷0.8A）となる。抵抗Aは（4）より8V÷0.8＝10Ω、抵抗B
は5Ωとなる。24Vのとき電流は、24V÷15Ω＝1.6A、抵抗Bの両端にかかる電圧は、1.6A×5Ω＝8V、
抵抗Bで消費する電力は、W＝8V×1.6A＝12.8W、よって、12Vのときの消費電力の12.8W÷3.2W=4、
4倍となる。

両方閉じると、全ての抵抗に電流が流れる。このとき電圧計は15Vを示すことから、R2の電圧は
24－15＝9Vだとわかる。よって電流計は9V÷30Ω＝0.3A

R2の電力9V×0.3A=2.7W、40秒間の消費電力量J＝2.7W×40S＝108J、R3の電力9V×0.2A＝1.8W、
40秒間の消費電力量J＝1.8W×40S＝72J15V×0.5A＝7.5W

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.電流と回路

単元3 電流とその利用

（1） （2） （6）

　　　　8　　　V 　　　6.4　　　W 2　：　1

（7）

　　　4　　　　倍

（5）

a ｄ

（3）

　　　　5　　　Ω

（4）1

W＝V×A

V A
直列 × 〇
並列 〇 ×

※抵抗の値が異なるとき

　直列回路の場合、抵抗ごとにVは異なり、Aは同じ値を示す。

　並列回路の場合、抵抗ごとにVは同じで、Aは異なる値を示す。

2

（5）

　　　48　　　Ω

（6） （7）

　　　7.5　　　W 　　　　180　　　　W

（1）

　　　0.4　　　A

（2） （3） （4）

　　　0.3　　　A 　　　0.2　　　A 　　　　　45　　　Ω

J＝W×S

（1） （2）～（6）

目標時間

50分
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解説

★★★ （1） 電気ポットの電流の大きさは、500W÷100V＝5A、よって抵抗の大きさは、100÷5＝20Ω

★★★ （2） cal＝ｇ×℃＝2000ｇ×5℃＝10000cal

★★★ （3） J＝W×S＝500W×120S＝60000J

★★★★ （4）

★★★ （5）

★★★★★ （6）

解説

（1） 電流の流れる向きや強さが周期的に変化する電流を交流電流という。

（2）

80Vのときの流れる電流は5×0.8＝4A、このときの電力W＝80V×4A＝320W、これは500Wの64％に
あたる。よって、沸騰させるのにかかる時間は32÷0.64＝50分

熱量（水温上昇に使われる）＝4.2×水の質量×上昇した温度＝4.2×2000×5＝42000J、熱効率は
42000÷60000×100＝0.7×100＝70％

水は100℃で沸騰するので、4分で10℃上がる、0分のとき水温は20℃なので、のこり80℃上昇させる
必要がある。よって、80℃上昇させるためには、4分：10℃＝ｘ分：80℃、これを解いてｘ＝32分
※この問題はさまざまな解き方がある。

①～⑧の電流（A)の値を求める。そして30A以下になるのは、①2＋②1.5＋③0.6＋④10＋⑤5＋⑥9
＝28.1A、⑦は10Aになるので、⑦の電源を入れると遮断される。

3 （2） （3）

（4） （5）

　　　10000　　cal 　　　60000　　　J

70% 　　　　32　　　分

（1）

　　　20　　　Ω

（6）

　　　　50　　分

4 （2）

交流電流 ⑦

（1）
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解説

★★★ （1）

★★★★ （2）

★★ （4） 静電気によって起こる放電の例は雷がある。

解説

★★★ （1）

★★ （2） マイナスの電気を帯びた小さい粒を電子という。

十字板の影が現れたのは、クルックス管内の空間を、きわめて小さい粒が－極からまっすぐ飛んで、
十字板にあたり、進路を妨げられたからである。

ストローとティシュペーパーをこすり合わせると、ティシュペーパーから、ストローへ電子が移る。スト
ローはマイナスに帯電し、ティッシュペーパーはプラスに帯電する。

塩化ビニルなどにはマイナスに帯電しやすい。まとめると、ストローA：－、ストローB：－、
ティッシュ：＋、ポロエチレン：－、ボールペンの軸：＋になる。よって、ストローBはボールペンの軸に近
づくように、回転する。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.静電気と電子（解答）

単元3 電流とその利用

① ② ③

－ － ＋

（3）

（1） （2）

ストローBはボールペンの軸に近づくように、回転する。

ウ

（4）

雷

1

2 （1）

－極からまっすぐ

（2）

電子

目標時間

15分
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解説

★★★ （1） 右ねじの法則より、上から下に電流が流れているとき、磁界の向きをたどると、時計回りになる。

★★★ （2）

★★ （3） 磁力線はN極から出ていき、S極へ向かう向きに矢印で表される。

★★★ （4） 地球上では、地球の北極付近が①S極になっているため、方位磁針の②Nが北を指す。

★★★★ （5） 向きが変わっただけで、（1）（2）と同様に右ねじの法則を使う。

解説

★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3）

★★ （4）

★ （5） コイルに流れる電流を強くすると、コイルに流れる電流が磁界から受ける力の大きさは大きくなる。

★★★★ （6）

★★★★ （7）

★★★ （8）

磁界の向きをたどっていくと、反時計回りに回っていることから、右ねじの法則より、電流は下から上に
向かってながれていることがわかる。

コイルの中の磁界が変化すると、コイルに電流が流れる現象を「誘導電流」といい、このときに流れる
電流を「電磁誘導」という。

コイルが動く向きを逆にするにはどのようにすればよいか、「コイルに流れる電流の向きを逆にする」と
よい。

U字磁石のN極とS極が逆向きになっているものと（ア）、電流の流れる向きが逆になっているもの（エ）
を選ぶ。見落としに注意すれば簡単な問題。

一つの抵抗の値を2Ωとすると、アの抵抗の大きさをR＝2となり、イ直列回路の抵抗値は2R（R＋R）＝
4となり、ウ並列回路の抵抗値は1/R＝1/R1+1/R2=1となる。コイルの動き方が大きいということは、抵
抗の値が小さい順に並べるといいので、ウ→ア→イとなる。

コイルを流れる電流が磁界から受ける力を利用して、コイルが連続的に回転するように工夫された装
置には「モーター」がある。

検流計の針を大きく振らせるために、実験装置は変えないものとすると磁石の出し入れを速くするしか
ない。
実験1ではN極を近づけていることから、それと同じ向きに針が振れるためには、S極を遠ざける（ウ）か
N極を横にコイルの中央によせる（エ）とよい。

1 （1） （2） （3） （4） （5）

ア ア エ ウ ア

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.電流と磁界（解答）

単元3 電流とその利用

2

（4）

（1）

電磁誘導 磁石の出し入れを速くする。

（2）

（3）

ウ　→　　ア　　→　イ

（8）

モーター

コイルに流れる電流の向きを逆にする。

（5）

大きくなる

（6）

ア、エ

（7）

ウ、エ

目標時間

30分
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